
小学校における社会的スキル教育を組み込んだ教科教育

塗師 斌･平石 聡子

school SubjectEducation I仙oduclng Social Skills Education

in the Elementary School

Akira NUSHI
･ Satoko HIRAISHI

1.小学校入学前の園児の社会的スキルと小学校における社会的スキル教育の重要性

社会的スキルとは､心理学辞典(中島他編, 1999)における相川充の定義によれば､狭義には｢対

人場面において相手に適切かつ効果的に反応するために用いられる言語的､非言語的な対人行動｣

のことである｡社会的スキルは生まれつきのものではなく､経験によって学習されるものであるo

その基盤は,生後の親､きょうだい､近隣の遊び仲間等との日常的な対人場面の諸経験を通して､

獲得されていくものである｡しかし近年､少子化､核家族化､情報化による遊びの変化(例･個人

化したテレビゲーム)や減少等によって､対人場面の帯経験の機会が乏しくなってきているoその

ような社会的スキルの基盤のない子どもが否応なく小学校の学級集団に入れられると､たとえば､

｢仲間入りができなくて孤立している｣､ ｢すぐキレたり怒り出す｣､ ｢泣き出すととまらない｣､
｢自

分の言いたいことがいえない｣等の事態が生じ､高じて不登校やいじめ､校内暴力等の問題が生ず

るのはむしろ当然のことといえよう｡

AERA(2005)が全国の保育園･幼稚園から無作為に抽出した215園を対象にした調査結果によれば､

特に小学生の社会的スキ)Jと関連が強いと思われる以下の項目に対して｢はい｣と答えた固の数は

次のとおりである｡

･登園時に｢おはようございます｣の挨拶ができなかったり､食事中に立ち歩いたりするなど､

日常の基本的なことができない子が増えている｡ (120園)

･クラス活動をしているときに突然立って走り回ったり寝転がったり､先生の話を聞けなかった

りするなど落ち着きのない子どもが増えている｡ (105園)

･集団遊びをしているときに､ルールがわかっていても守れない子どもが増えているo
(103固)

･他の子のおもちゃを横取りしたり､遊びを邪魔したりするなど､自己中心的な子どもが増えて

いる｡ (98園)

･先生や他の子どもに対して,乱暴な言葉を使ったり､噛んだりたたいたりなどの攻撃的な行動
をする子どもが増えている｡ (90園)

･友達同士で遊んでいるときに､一人で違う遊びをするなど､友達とかかわることの苦手な子が

増えている｡ (89園)

･子どもが親の顔色をう.かがったり､親の前でもいい子でいるなど､親と子の関係がうまくいっ

てない様子が見られることが多い｡ (80園)
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･自分の要求が適ちないときなど､何かあるとすぐに｢パニック｣状態になる子どもが増えてい

るo (76囲)

以上の結果をまとめると､現代の園児には｢挨拶やすわって食事するなどの基本的な生活習慣を

身につけておらず､集団の中では落ち着きがなく､友達とかかわることが苦手で一人で違う遊びを

したり､自己中心的で､ルールを守れず,攻撃的で､すぐパニック状態になる｣という傾向が明確

に見られるということになろう｡これらはいずれも社会的スキルに関連するものであり､現代の園

児の社会的スキルが極めて憂慮すべき状態にあることを示している｡もちろん園児といっても年齢

痛があり､また小学校入尊前の発達段階における結果であるから､'l､学校に入れば自然に改善され

るという見方もあろうが､調査項目のほとんどが｢- ･増えている一｣となっていることを考慮す

れば､園児の社会的スキルが未熟な方向に確実に変化してきているのである｡この背景には先に述

べたような少子化､核家族化,情報化による対Å場面の諸経験の減少といった社会的変化が考えら

れよう｡その中でもと吟わけ老子関係による影響が大きいと思われる. AERA(2005)の調査結果で

ち, 215筒中､ ｢朝食を食べてこなかったり夜遅くまで起きているなど不規則な生活をしている子ど

もが増えている｣に対して174園､ ｢子どもが親の顔をうかがったり,親の前でもいい子でいるなど､

親と子の関係がうまくいっていない様子が見られることが多い｣に村して80園が｢はい｣と答えて

おり､こうした家庭での不規則な生活習慣や親の教育力の低下が､社会的スキルの未熟さに影響を

Fj･えていることを示唆しているo

このような園児たちが/l､学校に入学し学級集団に送り込まれたとき､受け入れる学校側が特別な

配慮をせず,従菌と同様な指導体制のままでは､うまくいかないのは当然であろう｡それこそ不登

校､いじめ､学級崩壊等を招くことは目に見えているo子どもは変わってきているのである｡特に

托会的スキ)レの未熟さという方向での変化は著しく､それをしっかり踏まえたうえでの小学校での

指導体制がJR､要なのである｡

′ト学校教育において､こうした社会的スキルの獲得､矯正､開発といった社会的スキル教育を扱

うのは､主として｢道徳｣や｢特別活動｣,の時間であろう｡ ｢総合的な学習｣も取り上げる内容(た

とえばアサーション･トレーニング)によっては､社会的スキル教育を扱うことになる｡実際に､

一一-増Bの小学校で行われている社会的スキル教育は､ほとんどが｢遺徳｣､
｢特別活動｣あるいは｢鑑

合的な学習｣の時閑を利用している.しかしこのような時間だけの社会的スキル教育で､はたして

小学生に社会的スキiレをしっかりと身につけさせることができるのだろうか｡その時間の単なる｢勉

強｣ということだけにならないだろうか｡学習した社会的スキルの般化や葎持を考えれば､教科教

育の時間においても社会的スキル教育を組み込んで行うJjZ､要があるのではないだろうか｡その方が

教科数育という点でもいろいろメリットがあるのではないだろうかo これが本研究の問題意識であ

り､その検討が本研究の目的であるp

そこで本研究ではまず第2章で､現行の小学校学習指導要領を､小学生の社会的スキルという観

点から総覧していく｡最初に社会的スキル教育と最も関係が深いと思われる､ ｢道徳｣と｢特別活動｣､

次た｢巨億｣､ ｢生活科｣､ ｢体育｣､ ｢算数｣等の｢各教科｣の学習指導要領を社会的スキ)レという観

点から関連書β分を取り上げて見ていくo これを適して､ ｢道徳｣と｢特至那舌動｣だけでなく､ ｢各教

科｣においても社会的スき舟教育を観み込むことが十分可能であることを示す｡

次に第3車では､現状として小学生を対象とした社会的スキル教育の研究がどのように行われて

いるか､そしてどのような改善点があるかについて述べる｡具体的には､社会的スキル教育の中で
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も小学校の学級場面で最も適用性が高いと思われる集団社会的′スキル訓練に関する先行研究を説明

するとともに､その間題点及び改善点を指摘するo

そして第4章では具体的に｢算数｣を取り上げて､社会的スキル教育を組み込んだ教科教育の実

例を示す｡

最後に第5章ではまとめを行うとともに､教科教育に社会的スキル教育をもっと組み込む必要性

があることを提言する｡

2.小学校学習指導要領における社会的スキル

平成10年7月の教育課程審議会の答申では､完全学校週5日別の下､各学校が｢ゆとり｣の中で｢特

色ある教育｣を展開し､児童に｢生きる力｣を育成することを基本的なねらいとし､
4つの方針が

提言されているが､そのうちの1番目が､ ｢豊かな人間性や社会性､国際社会に生きる日本人として

の自覚を育成すること｣であるoここで｢社会性｣が弔り上げられているのは､今日の子どもの現

状を踏まえたとき､その育成が最重要課題の一つであるという認識を反映するものであろうoこの

ことは､社会的スキルが｢社会性｣の重要な要素であることを考えれば,
｢社会的スキル教育｣をも

っと活用して｢生きる力｣の育成を図るべきであると提言していると受け止めることもできよう｡

以下､この教育課程審議会の答申を受けて改定された現行の学習指導要領を､社会的スキルとい

う観点から､関連部分を取り上げて見ていく｡

2. 1 ｢道徳｣の学習指導要領における社会的スキル

｢道徳｣教育の｢目標｣は､ ｢学校の教育全体を通じて､道徳的な心情､判断力,実践意欲と態度

などの道徳性を養うこと｣であるが､ ｢道徳性｣は｢社会性｣と密接な関連があることから､社会的

スキルに関連した記述が｢道徳｣の学習指導要領に非常に多く含まれているo
｢道徳｣の学習指導要

領には4つの内容があるが､そのうち次の2つ､すなわち｢主として他の人とのかかわりに関する

こと｣と｢主として集団や社会とのかかわりに関すること｣の内容は､社会的スキルと非常に関連

が強い｡たとえば第1学年及び第2学年の｢主として他の人とのかかわりに関すること｣には｢(1)

気持ちのよいあいさつ､言葉遣い,動作などに心掛けて､明るく接するo
(2)身近にいる幼い人や高

齢者に温かい心で接し､親切にするo (3)友達と仲よくし,助け合う｡ (4)日ごろ世話になっている

人々に感謝する｣が含まれており､向様な内容が第3学年及び第4学年､第5学年及び第6学年の

｢主として他の人とのかかわりに関すること｣の中で､発達段階に対応した表現で記述されているo

これらを読み物や知識を通してではなく､集団の中での｢活動｣や｢体験｣を通して学んでいくの

が､社会的iキル教育なのであり､その意味で｢道徳｣教育と社会的スキル教育は非常に関連が強

いといえる｡

2. 2 ｢特別活動｣の学習指導要領における社会的スキル

｢特別活動｣の｢目標｣は､ ｢望ましい集団活動を通して､心身の調和のとれた発達と個性の伸張

を図るとと.もに,集団の一員としての自覚を深め,協力してよりよい生活を築こうとする自主的,

実践的な態度を育てる｣ということであるから､目標自体が社会的スキルと関連が強いことがわか

る｡次に｢内容｣を見ると､ ｢学級活動｣においては｢学級や学校における生活上の諸問題の解決､

学級内の組織づくりや仕事の分担処理など｣や｢望ましい人間関係の育成｣､｢児童会活動｣におい
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ては｢学校の全児童をJもって巌絶する児童会において､学校生活の充実の向上のために話し合い､

協力してその解決を図る活動を行うこと｣､ ｢クラブ活動｣においては｢同好の児童をもって組織す

るクラブにおいて､共通の興味･関心を追求する活動を行うこと｣､ ｢学校行事｣においては｢集団

への所属感を深め､学校生活の充実と発展に資する体験的な活動を行うこと｣といった社会的スキ

ルと密接に関連した記述が見られる｡

以上のように､ ｢特別活動｣は｢望ましい集団活動｣､ ｢集団の一∵員としての自覚｣､｢集団への所属

感｣等を目標として｢活動｣を行う<tいう点で､社会的スキルとの関連が強く､特に｢学級活動｣

は社会的スキル教育を行うのに適した暗闘であるといえようo

2. 3 ｢国語｣の学習指導要領における社会的スキ)レ

平成10年7月の教育課程審議会の答申における国語科の改善の基本方針は以下のように述べられ

ている｡ ｢ノj､学校､中学校及び高等学校を通じて､言語の教育としての立場を重視し､国語に対する

関心を高め国語を尊重する態度を育てるとともに､豊かな言語感覚を養い､互いの立場や考えを尊

重して言葉で伝え合う能力を育成することに重点を置いて内容の改善を図る｡特に,文学的な文章

の詳細な読解に偏りがちであった指導の在り方を改め､自分の考えをもち､論理的に意見を述べる

能力､目的や場面などに応じて適切に表現する能力, ■目的に応じて的確に読み取る能力や読書に親

しむ態度を育てることを義視するo｣ (文部省, 1999aより引用)

これを受けて,現行の小学校指導要領の国語科でほ､互いの立場や考えを尊重しながら言葉で伝

え合う能力の育成を重視して､新たに｢伝え合うカを高める｣ことが目標に位置付けられているo

ここでの｢伝え合う力｣とは､ ｢人間と人間との関係の中で､互いの立場や考えを尊重しながら､言

語を通して適切に表現したり理解したりする力｣ (文部省, 1999.a)である｡またこの能力を育成す

ることを意図して､ ｢話すこと｣と｢聞くこと｣を1領域としてまとめている｡そしてこの｢話すこ

と･開くこと｣が､ 2学年単位で第1学年から第6学年まで系統的･段階的に上の学年につながヮ

ていくとともに､螺旋的･反復的に繰り返して学習できるようになっている｡たとえば第1学年及

び第2学年の｢目標｣の(1)は､ ｢相手に応じ,経験した事などについて､事柄の順序を考えながら

話すことや大事な事を落とさないように開くことができるようにするとともに､話し合おうとする

態度を育てる｣ことであるのに対し､第5学年及び第6学年の｢目標｣の(1)は｢目的や意図に応じ､

考えた事や伝えたい事などを的確に話すことや相手の意図をつかみながら聞くことができるように

するとともに､計画的に話し合おうとする態度を育てる｣というように､発達段階を療まえた目標

となっている｡また｢内容｣について､たとえば第1学年及び第2学年o) ｢A 話すこと･聞くこ

と｣では｢ア 知らせたい事を選び､事柄の順序を考えながら､相手に分かるように話すこと｣､ ｢イ

大事なことを落とさないようにしながら､興味をもって聞くこと｣､ ｢り 身近な事柄について､議

題に着分って-､話し合うこと｣とい■った,社会的スキルと非常に関連の強い事項が挙げられているo

以上のように､携行の学習指導要領では｢伝え合う力を高める｣ことが重視されるようになった

わけであるが､この｢伝え合う力｣はまさに社会的スキル教育､その中でもとりわをナ主張性調練､

あるいはアサーショントレーニング(平木, 1993)がその育成を目指しているものである.したが

って､ ｢国語｣における｢話すこと･開くこと｣は社会的スキル教育と重なる部分がかなF)大きいと

考えられる｡このことは､ ｢話すこと･聞くこと｣という｢国語｣の教科教育への､社会的スキル教

育の適用可能性が非常に大きいことを示すものである｡
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2. 4 ｢生活｣の学習指導要領における社会的スキル

｢生活｣の｢目標｣は｢自然な活動や体験を通して､自分と身近な人々､社会及び自然とのかか

わりに関心を持ち､自分自身や自分の生活について考えさせるとともに,その過程において生活上

必要な習慣や技能を身に付けさせ､自立への基礎を養う｣ということであるから､ ｢目標｣自体が社

会的スキルと関連が強い｡ ｢各学年の目標及び内容｣においても以下のように社会的スキルと密接に

関連した記述が多く見られる｡

･集団や社会の一員と､して自分の役割や行動の仕方について考え､適切に行動できるようにするo

･身近な人々､社会及び自然に関する活動の楽しさを味わうとともに､それらを通して気付いた

ことや楽しかったことなt:-を言葉､絵､動作,劇化などにより表現できるようにする｡

･自分たちの生活は地域の人々や様々な場所とかかわっていることが分かり､それらに親しみを

もち､人々と適切に接することや安全に生活することができるようにする｡

･遊びを工夫し,みんなで遊びを楽しむことができるようにする｡

小学校指導要領解説生活編(1999b)によれば､平成10年の改定の際の改善の基本方針の第1は､

｢児童が身近な人や社会､自然と直接かかわる活動や体験を一層重視すること｣であり､その際｢今

日の児童は人とのかかわりが希薄化していることから､特に､児童を取り巻く多様な人々とのかか

わりを重視｣している｡

以上のことから､ ｢生括｣は社会的スキル教育の適用可能性が大きい教科といえよう｡また｢生活｣

を学ぶ学年が第1学年及び第2学年であることを考えれば､その必要性が大きいと考えられよう｡

2.5 ｢体育｣の学習指導要領における社会的スキル

｢体育｣の｢各学年の目標及び内容｣には､以下のように社会的スキルと関連した記述が数多く

見られる｡ (以下､･ ･は中略を示す)

第1学年及び第2学年

｢目標｣の｢(1)基本の運動及びゲームを簡単なきまりや活動を工夫して楽しくできるように

する-
･｣および｢(2)だれとでも仲よくし- ･｣はいずれも社会的スキルと関連が強く､

｢内容｣の｢順番やきまりを守って仲よく運動- ･｣ (A基本の運動)､ ｢規則を守り､互いに仲

よくゲームを行い､勝敗を素直に認めることができるようにする｣ (Bゲーム)､ ｢ゲームを楽しむ

ための簡単な規則を工夫することができるようにする｣ (Bゲーム)といった項目内容はいずれも

社会的スキルと関連がある｡

第3学年及び第4学年

｢目標｣の｢(2)協力,公正などの態度を育てる- ･｣は社会的スキルと関連が強く､また

｢内容｣の｢順番やきまり.を守って仲よく運動･ -｣ (A基本の運動),
｢規則を守り,互いに協

力してゲームを行い､勝敗を素直に認めることができるようにする｣ (Bゲーム)､ ｢互いに励まし

合って運動-
･｣ (C器械運動)､

｢互いに協力して水泳- ･｣
(D水泳)､ ｢みんなで踊りを楽

しむことができる- ･｣ (E表現運動)､
｢互いのよさを認め合い､協力して練習や発表ができる｣

(E表現運動)等の項目内容はいずれも社会的スキルと関連がある｡
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第5学年及び第6学年<

｢目標｣の｢(2)協力､公正などの態度を育てる- ･｣という箇所については第3学年及び第

4学年と同様であるoまた｢内容｣には｢互いに協力して､運動ができるようにする｣ (体つくり

運動)､ ｢互いに協力して運動- ･｣ (器械運動)､ ｢互い′に協力して安全に練習や競争ができるよ

うにするとともに､競争では,勝敗に対して正しい態度がとれるようにする｣ (C陸上運動)､ ｢互

いに協力して水泳･･･ ･｣ (D水泳)､
｢互いに協力し,役割を分担して練習やゲームができるよう

にする｣ (Eボール運動)､ ｢互いのよさを認め合い､協力して練習や発表ができるようにする｣

(F表現運動)等の社会的スキルと関連した項目が含まれている｡

以上のように､ ｢体育｣の学習指導要領には社会的スキルと関連した項目が多く含まれ､しかも｢運

動｣や｢スポーツ｣､ ｢ゲーム｣等を適してrTえ'るという点で､ ｢体育｣は社会的スキル教育の適用可

能性が大きい教科といえようく,

2. 6 ｢算数｣の学習指導要領における社会的スキル

｢算数｣の学習指導要領にほこれまでに述べてきた｢道徳｣､ ｢特別活動｣､ ｢国語｣､ ｢生活科｣､ ｢体

育｣に見られるような､社会的スキールと直接的に関連した記述は含まれていない｡しかし社会的ス

キル教育は学習内容だけではなく,学習活動形態とも密接に関連するものであるo その観点から考

えると､ ｢算数｣の｢目標｣である｢数量や図形についての算数的略動を適して,基礎的な知識と技

能を身に付け､日常の事象について見通しをもち筋道を立てて考える能力を育てるとともに､活動

の楽しさや数理的な処理のよさに気付き､進んで生活に生かそうとする磐度を育てる｣の申の｢算

数的活動｣の活動形態の工夫次第によって､社会的スキル教育を組み込むことが十分に可能であると

考えられる.ちなみに｢算数的活動｣というのは､小学校指導要領解説算数編(文部省, 1999c)

によれば､平成10年の改訂で新たに用いられるようになった言葉であり､これを積極的に取り入れ

ることによって､算数の授業が｢児童の主体的な活動が中心となるものへと転換｣され､ ｢分かりや

すい学習となったり･､実生活での活動と算数との関連が明らかになったりするとともに､算数の楽

しさやよさが感じられ､感動のある学習ともならていくだろう｣ときれているoなお本研究の第4

章で取り上げる｢社会的スキル教育を取り入れた教科教育｣の実例は,まさにこの｢算数的活動｣

の活動形態を工夫して集団SSTを組み込んだものとみなすことができるo

2.7 その他の敦科における社会的スキル

前節までに取り上げてきた教科以外のその他の教科､すなわち｢社会｣､ ｢理科｣､ ｢音楽｣､ ｢図画

工作｣､ ｢家庭｣の学習指導要領では∴｢算数｣と同様､社会的スキルと直接的に関連した記述は含ま

れていない｡しかし前述したように､社会的スキル教育は学習内容だけではなく､学習活動形態と

ち-一体となったものである｡その観点から考えると､ ｢社会｣では観察､調査､見学など､ ｢理科｣

では観察､実験など､ ｢家庭｣では｢衣食住などに関する実践的･体験的な活動｣における学習活動

形態の工夫により社会的スキル教育を組み込むことが十分に可能であると考えられるo また､ ｢音

楽｣と｢図画工作｣に関しては,日常的な授業琴南である｢表浅及び鑑衰の活動｣の中に取り込む

ことが可能であろう｡特■に､ ｢音楽｣でほ合唱､合奏､ ｢図画工作｣では学習指導要領の｢内容の取

扱い｣でも示されている｢共同してつくりだす活動｣において社会的スキル琴育を組み込みやすい

のではないかと考えられる｡
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以上､ ｢道徳｣､ ｢特別活動｣､ ｢各教科｣のすべてについて学習指導要領における社会的スキルに関

連した記述を取り上げて見てきた｡その結果､社会的スキルに関連した記述が最も多いのは｢道徳｣

と｢特別活動｣といえよう｡これは､ ｢社会性｣が｢道徳性｣あるいは｢集団活動｣と関連が深いこと

から当然のことといえる｡実際､従来の社会的スキル教育の多くは､ ｢道徳｣あるいは｢特別活動｣の時

間に実施されてきており､これらの時間は社会的スキル教育を組み込むのに最も適した時間といえるo

教科の中で社会的スキルと最も関係が強いのは｢国語｣である｡特に学習指導要領の改定で､新

たに｢伝え合う力を高める｣ことが目標に位置付けられたことから､社会的スキルとの関係が非常

に強くなったといえる｡ ｢生活｣､ ｢体育｣の学習指導要領にも､社会的スキルに関連した記述が多く

見られる｡したがってこれらの教科の時間も社会的スキル教育を取り入れやすいo

その他の教科､すなわち｢算数｣､ ｢社会｣､ ｢理科｣､ ｢音楽｣､ ｢図画工作｣､
｢家庭｣の学習指導要

領には直接的に社会的スキルに関連した記述はあまり見られないが､全般的に｢活動｣や｢体験｣､

｢調査｣､ ｢観察｣､ ｢実験｣､ ｢調べ｣等が重視されており､こうした学習活動形態の工夫(たとえば

グループ学習)によって社会的スキル教育を組み込むことが十分に可能であると考えられるo

3.小学生の社会的スキル教育の先行研究と改善点

′ト学生を対象にした社会的スキル教育において､今日注目されているのは学級を1つの単位とし

て実施する集団社会的スキル訓練(classroom-based social s女ills
training ;以下､集団SSTと略記

する)である｡集団SSTは､少子化や核家族化､地域社会の変容などを受けて､最近では予防的･

発達的な観点から､学級に在籍するすべての子どもに対して社会的スキルの学習機会を意図的に提

供しようとするものである(金山･佐藤･前田, 2004)｡集団SSTの利点について相川(2000)は､

①複数のモデルを呈示できる､ ②実践町り､-サルの機会が提供しやすい､ ④トレーナーだけでな

くほかのメンバーからもフィードバックを受けられる(トレーナーからのフィードバックよりも信

濃性や価値が高いことがある)､ ④般化に都合のよい人的環境を整えられる､ ⑤一人一人実施するの

に比べて効率的である､ということを挙げているo以上のように,集団SSTは､発達段階に応じて

社会的スキルが適切に獲得できている子どもにとっては､予防や確認の意味で有効であるoそして､

社会的スキルが未発達で配慮が必要であると思われる子どもにとっては,多くのモデリングを目の

前にして､自分がどのように振舞っていけばいいか学習できるし､さらに､括動の中で自分が適切

に行動できているところを学級の仲間に見てもらい､受容してもらうという意味で重要なトレーニ

ングであると考えられる｡

集団SSTの実践例として､例えば後藤･佐藤･高山(2001)は､小学校2年生のクラスを対象と

して､ ｢積極的な聞き方｣､ ｢好意的な言葉による働きかけスキル｣､ ｢感情を分かち合う(共感する)

ことに関わるスキル｣というターゲットスキルを選択し､ 1名の訓練者が1セッション15-45分と

して学級単位で集団SSTを6セッション実施したo集団SSTの実施後, ｢向社会的スキル｣得点が上

昇しており､このスキルに関しては集団SSTの効果が認められたo

さらに､藤枝･相川(2001)は､小学校4年垂を対象に､ ｢なかま-の入り方｣､
｢なかまのさそい

方｣, ｢やさしい言葉かけ｣､ ｢あいてを思いやる｣, ｢じょうずなたのみ方｣, ｢あたたかいことわり

.方｣というターゲットスキルを設定し､学級活動の時間に集団SSTを行ったo･ここでの目的は､集
団SSTが社会的スキルの程度の低い児童の社会的スキルの上昇に及ぼす効果を実験的に検証するこ

とであった｡その結果､ターゲットスキルの児童自己評価のうち､ ｢じょうずなたのみ方｣スキルと
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｢あたたかいことわり方｣スキルが上昇した｡また教短評宝においては､全集団SST終了後では､

どの因子においても集団SSTの効果が認吟られたo

これらの集団SSTに関する研究では､ Jjgの効果を得られてはヤ､るが,集団SST彼の般化･維持

の問題や､集団SSTを行う際の教師の負担､さらには集団SSTへの児童の参加意欲の向上などを考

慮すると､改善されうる点があるのではないかと考える｡

まず､般化･維持の問題においてほ､集団SSTの実施場面が重要であると考える｡従来の集団SSで

は､道徳の時間や学級活動の時間に特別な時間をとっていると考えられるo しかし､そのような授

業時間に集団SSTを実施すると､児童の多くは普段とは異なった特別な場面であるという感情を抱

くだろうoまた､道徳の時間や学級活動q)時間は､社会的スキルを獲得することのみが目的となり､

訓練というこrとが強調されるのではないかと考えられる｡書き事l練ということが強調されれば､児童の

中には嫌悪感を抱いたり､またその場だけでやっておけばよいという意識が隼じるかもしれないo

このような調練に対するネガティブな感情を抱いてしまうと､集団SSTで獲得'を目指したスキルが､

行動レベ)レで般イヒさらにほ維持されにく'(なってしまうということが考えられるo これらを考慮す

ると,子どもたちにとって､学校におけるより日常的な場面で集団SSTを実施するほうが般化･維

持に対してより効果的であると考与られる｡学校における日常場面の中で､自然にスキルを身につ

けることが可能であれば､集団SST実施後の日常の場面でも､そのスキルを使用して対人関係を築

くことができるのではないだろうか｡卒研究では､子どもたちにとっての学校における日常場面と

は､教科数育の時閑であると捉えているo子どもたちが学校で多くの時間を過ごすのは教科教育の

時問であるoその中では当然､ ｢相手の訪を聴く｣スキ)レや｢自分の発表をする｣スキiレ､ ｢相手を

賞賛する｣スキルなど､対人関係を築く上で最も基本的である社会的スキ)レが頻繁に使用されてい

るo よって､教科数育の授業の中での仲間との相互交渉場面において､社会的スキルの獲得手順を

適切に提示し､それを実行していくことができれば､子どもたちは社会的スキルの学習場面をより

多く持つことができると考えられる｡したがって､児童の社会的スキルの発達を考慮すると､道徳

や学級活動の時間のみならず､教科教育においても集団SSTを実施することがより効果的であると

思われる｡

次に､集団SSTを教科教育に適用することで､教姫の負担も軽減されると考えられるo今日の学

校現場は､いじめ､不登校､校内暴力など､多くの問題を抱えているoその上､教師は学校経営に

関する雑務をも掩え､その仕事は枚挙に蓮がないo その中で､教師は子どもたちの教科教育のみな

らず､近年では生活指導にも今まで以上の労力をかけなければい.けない.という環状である｡このよ

うな環状を考慮すると､教科数育と生活指導とを--度に実行することができれば､教師の普段の職

務の負担を軽減することができるのではないかと考える｡集団SSTを実施するための特別な時間を

設けなくても､日常行っている教科の場面で実施できる集団SSTのデザインを考案することができ

れば､容革に何度も実施が可能であるので,より学校硯場に即しているということができるのでは

ないだろうか｡したがって､教師にとっても､日常の教科数膏の場面に導入できるような集団SST

のプログラムを作成することが望まれているとv考えられる｡

4.社会的スキル教育を組み込んだ算数教育

前章でみてきdたように､従来の集団SSTは主に道徳や特別活動､総合的な学習の時間で行われて

きた｡しかし､般化･確持をより促進させるという点で､社会的スキル教育を教材教育の場面にお
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いても実施することの重要性を述べた｡ここでは､実際に集団SSTを教科教育の中でも算数に適用

した実践例を提示し､その有効性について考察していく｡

算数の学習指導要領の中には､道徳や特別活動の中にあるような社会的スキルと関連する記述は

見当たらない｡しかし､活動形態などを工夫することで社会的スキル教育が十分可能であると考え､

本研究では算数で行う集団SSTのプログラム(MSST)を提示し､その可能性を検証したい｡

平石(2005a)及び平石･塗師(2005b)は､集団SSTを算数の授業に組み込んで計画し､学級

全体の社会的スキルの変化及び学級の中でも対人場面においてうまく仲間入りできない対象児4名

にもたらす効果を詳細に検討した｡これらの対象児は集団SSTを実施した小学校の全児童対象の放

課後育成事業(以下, Hスクールと略記する)に参加している児童であるo実験者はHスクールに

2年半携わっているので､児童の詳細を熟知しているoここでの集団SSTは､小学校1年生2学級

計62名に､ ｢協同的なグループ活動に参加する｣スキルをターゲットとして､ 4セッションの集団

ssTを行った｡効果測定として､実施前及び実施後に児童による自己評価､
1-1スクールのアシスタン

トによるアシスタント評価を行い､その変化を見たoまた､実施前､途中､一週間後､ 6ケ月後に

ぉいて対象児4名の自由遊iF場面における対人交渉時の行動をビデオに録画し,対人交渉場面にお

ける児童の行動の変化を分析した｡

(1)算数の選定理由

算数を選定した理由は､活動の最終的な目標が明確(答えが1つに決まってくる)であるから､

①児童にとっては､グループで協調的な活動を行いやすい(例えば, 4人で1つの目標を達成し

ょぅとすることができる)､また, ②教師にとっては､授業内容の達成と､集団SSTの理論を同時

に扱いやすい､という2点が挙げられる｡

また､単元については､小学校第1学年の｢かたちあそび｣を取り上げたoその選定理由は､

以下の3点が挙げられる｡ ①算数の学習内容で､グループ活動として卿)入れられるもの､ ②グ

ループのメンバーと楽しく学習して､他者との交渉自体に由ジティブな感情を抱くことのできる
もの, ④学習目標とターゲットスキルの両方を獲得できやすいものであるoこのような単元を選

定することで､授業内容の達成と社会的スキル獲得が同時に行いやすいと考えられるoまた,
｢か

たちあそび｣は算数の中でも足し算や引き算のようにそこまで難しいものではなく､児童各々の

学習進度にほとんど差がないものであるだろうo図形という具体物を扱うことで､児童たちはほ

とんどつまずくことなく､遊び感覚で楽しみながら授業を受けることができると考えられるo

(2)学習目標及びターゲットスキルの設定

ターゲットスキルは､ ｢協調的なグループ活動に参加する｣スキルを取り上げ､その下位スキル

として表1にあるような4つのスキルを選定したo学習指導案を作成する際には､まず学習目標

を設定した｡これは､小学校学習指導要領解説算数編を参考に目標を決定し,活動内容を考案し

た｡その後､その学習活動が達成されるために使用する社会的スキルの獲得段階を′ト林･相川

(1999)および子どものコミュニケーション研究会(2003)を参考に決定したo
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表1学習目標とターゲットスキ]レ及び獲得段階
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○る見を

薯1セッション 矧細腰

ほ
①
②
③
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㌫鳩すら

丸､三角､四角の色簡用畿を

幕2-ション 芸蒜㍊.?のB'=なるように

‖
①
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.
②
③
+
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な

駄｣
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た
｡

芸肺
る矧慧Ⅲ 向杏lつほのちだ友

柿す義り#杏*

点と点をつなぎ､丸､三角､四
角を用いて､1つの作品を作

業3セッション る｡

の楯をする】
友だちを見波す.
友だちに帥こえるような大きな声で低

発表内容を友だちに

姓や色画用雛を用いて､丸､

三角､四角を多様に使い､形
集4セッション

を耕成することが出来る｡

【友だちを某*する】
① X十する友だちのほうを向く｡

② ルールに従って､友だちをX暮する｡

③ 拍手を送る｡

く3)活動形態について

活動形態はグループ活動を選定した｡グループのメンバー数は､対象が小学校1年生という発

達段階を考慮し､また､小学校の教務担当教諭と検討した結果､ 1グループ4名としたoグルー

プのメンバーの内訳は､それぞれのクラス担任と検討した結果､ r9ラスの中でも社会的スキルが

発達しており､クラスのリーダー的存在､クラスメイトから模範にされるような児童と､社会的

スキルが未発達で､日頃の生活や授業中に特に配慮が必要な児童を抽出し, 1グループにそれぞ

れ最低玉名含まれるように設志したoその理由として､クラスメイトから模範にされるような児

童が､社会的スキ]レの未発達である児童のモデ) (グになることを意図したからであるo

グ)レ-プ内では､児童にl番から4番までの番号を翻り当て､活動が行われやすくなるように

考慮した.その際､ 1番は社会的スキルがグループの中で最も備わっていると思われる児童を割

り当て､ 4番には社会的スキルがグループの中で最も備わっていないと思われる児童を割り当て

た｡ 1番の児童が4番の児童のモデリングになるように配慮し､活動は常に1番の児童から開始

されるように設定した｡

以上のような設定にすることで､社会的スキル獲得を促進するだけではなく､学習目標の達成

における効果も促進されると考えられるく｡グ)レ∴プ活動を行う中で､グル-プめメンバ-と学習

内容の確認をすることができるし､ま?=お互いの意見を交換し､各々の考えを深め合うこともで

きるだろう｡さらに､今回は社会的スキプレが発達している児童とそうでない児童を組ませたので､

発達している児童がそうでない児童をフォローし､自然に児童たち自身で協力し合う場面が出て

くると考えられる.教科教育に集団SSTを適用する場合､このような学習面での効果も期待でき

るような活動形態を考案することが重要であろう｡
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(4)学習指導案の概要

授業全体の設定として､ ′ト学校1年生が対象であるので,参加意欲を高めるためにH学園とい

う忍者になるための学園で､社会的スキル(ここでは｢術｣として提示)を獲得しながら卒園を

目指すという活動にした｡術獲得のためには､ ｢お約束｣という3段階の獲得基準が設定してあるo

詳細は平石(2005a)及び平石･塗師(2005b)を参照されたい｡

ここでは第3セッションの学習指導案を示す(図1 a及び図1 b)｡

1.日時

2.学年･組

3.指導者

4.活動場所

5.単元名

7.単元目標

8.本時目標

9.本時の学習展開

第1学年 算数科学習指導案(略案)

平成16年11月24日(水)

第1学年1組･2組

第1学年1組･ 2組の担任教諭､ヰ石 聡子

第1学年1組･ 2組の教室およびフリースペース

｢かたちあそび｣ -友だちとなかよく図形に親しもう-

具体物の観察や色画用紙による形の構成などの操作を通して､平面図形に

親しみ､その理解の基礎となる経験を豊かにする｡

【学習目標】

点と点を線でつなぎ､ ｢まる｣､ ｢さんかく｣､ ｢しかく｣を用いて､一つの作

品を作る｡

【獲得するスキル】

◎自分の話をするスキル

【スキル獲得のルール※①】

①グループのお友だちを見渡す｡

②お友だちに聞こえるような大きな声で話す｡

④ルールに従って､発表内容をお友だちに伝える｡

子どもの活動と主な指導内容 活動への支援

′∫l.前時の活動を振り返る｡

･｢まる｣､ ｢さんかく｣､
｢しかく｣を用いて､いろ

んなものを構成できるということを復習する｡

2.点と点を線で結んで､一つの絵を完成させる｡

o｢まる｣ ｢しかく｣ ｢さんかく｣を組み

合わせて､ひとつのものが構成されて

いることを確認する｡

-Hがくえん3かいめ みんなにじまんしようのまき-

みてみて!すごいでしょ?のじゅつ

一人一人が順番に指令書ボックスから指令書を
受け取りに行く｡

指令書をグループに持ち帰り､その内容をメン

バーに伝える｡

指令書どおりに､一人一人点と点を結んで,一

つの作品を完成させる｡

○活動のルールを黒板に提示する｡
○グループをまわって､ルールにそって

活動が行われるように､助言する｡

○自分の作品をグループのメンバーに

発表できるようにルールを促す｡

図1 a MSSTの学習指導案例(第3セッション)



198 塗師 斌'平石 聡子

･グループ全員が完成したら､発表ルールに従

って､グループのメンバーに自分の作品を発
表する(｢私は00ができました｡｣など)0

3.本時の活動を振り返るo

･｢まる｣､
｢さんかく｣､ ｢しか■く｣を線で描いて､

一つの形を構成できることを確認する｡

･ワークシ-トで､今日の活動を振り返る｡

○線をつなぎ合わせ､ ｢まる｣ ｢さんかく｣

｢しかく｣を作って､一つの形を構成で

きることを確認する｡

10.本時活動の評価規準

【関心･意欲･態度】

･グルー.プで協力して､
｢まる｣､ ｢さんかく｣､ ｢しかく｣を観で措き､絵を完成させようと

する｡

【数学的な考え方】

･線で｢まる｣｢さんかく｣
｢しかく｣を描くことができる｡

【表現･処理】

･｢まる｣､
｢さんかく｣､ ｢しかく｣を線で描き､一つの絵を構成することができるo

【知識･理解】

･ものの形は､ ｢まる｣ ｢さんかく｣
｢しかく｣の基本図形の組み合わせによって構成されて

いることがわかるo

【スキル獲得規準】

･グループのメンバーを見渡して､聞こえるような大きな声で自分の発表ができるo

･発表するときのルール(※①)にそって､開くことや話すことができるo

図1 b MSSTの学習指導案例(第3セッション)

(5) MSSTの結果及び考察

MSSTによる社会的スキルの変化をみるために､児童の社会的スキルの自己認知評定及び他者

認知評定､さらにHスクールのアシスタントによる評定を行ったoその結果､いずれの評定にお

いてもMSST篇後における社会的スキルの差が有意または有意傾向を示す結果となったoしたが

って､ MSSTが児童の社会的スキルの向上に影響を与えたということが示唆されたといえようo

さらに､対象児4名に対してほ､自由遊tF場面の行動分析を行った｡対人交渉時問においては､

対象児4名においてMSSTの実施一週間後のみならず､ 6カ月後においても､維持されているこ

とが明らかとなった｡また､接した友人の延べ人数､接した友人の人数洞--ー-入物なら1カウン

ト)においては､対象児のうち2名は6カ月後も増加傾向にあり､複数の友人と交渉することが

持続できていることが示された｡その他の2名については､ 6カ月後には減少してきているもの

の､対人交渉時閉が増加していることを考慮すると､特窟の友人と長時間疲ぶことができている

ということが読み取れる｡これらの結果から､いずれの対象児も称入交渉場面のポジティブな変

化が明らかになり､ MSSTの効果が実証され.たと旨､えよう.

なお､詳しくぼ平石(2005a)及び平石.塗師(2005b)を参照されたい｡
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(6)今後の展望

集団SSTを算数に適用した研究結果から､適切な条件を設定すれば生活指導と教科教育が同時

に効率よく行うことができるという可能性が示唆された｡適切な条件とは､授業の目標が児童及

び教員にとって端的でわかりやすく､かつ複数のメンバーで活動が行える教科･単元を選択する

ということである｡さらに､教科教育での目標の獲得手順が､社会的スキルの獲得手順と同じで

あるように設定することで､児童は訓練と感じることなく､教科の授業を受けることができる｡

そのような設定にすることで､児童は教科の授業を受けると同時に､社会的スキルも獲得できて

いるという仕組みになっている.教員は普段の教科の授業におい七､当たり前のように｢人の話

を聴きましょう｣であるとか｢発表するときの声はお友だちに聞こえるように｣などというよう

に生活指導の一環となるような声かけは行っているだろう｡しかし､今B],*召介した算数のように

集団SSTを授業に組み込み､グループのメンバーと協調しながら活動を進めていくという意図的

な計画をすることで､教科数育と生活指導が効率よく同時に行うことが可能であることを実証し

た｡

これらの結果より､他教科においても以上のような条件を設定し､プログラムを計画すること

ができれば､道徳の時間や特別活動の時間のみならず､教科教育においても社会的スキルの獲得

を目指すことができると考えられる｡

5.まとめと提言

以上のように本研究では､まず小学校入学前の園児の社会的スキルが如何に未熟であるかという

実態を述べ,それを踏まえた小学校における社会的スキル教育の必要性と重要性を述べた｡その際,

社会的スキル教育を行う時間として､ ｢道徳｣や｢特別活動｣ (あるいいは｢総合的学習｣)の時間だ

けではなく､社会的スキルの般化や維持等を考慮すると､教科教育の時間にも社会的スキル教育を

組み込む必要があることを指摘した｡そして社会的スキルが現行の｢道徳｣､ ｢特別活動｣､各教科の

小学校学習指導要領にどのように記述されているかを総覧した｡その結果､社会的スキル教育を組

み込むのに最も適した時間は｢道徳｣あるいは｢特別活動｣の時間であること､教科の中では｢伝

え合う力を高める｣ことが新たに目標として位置付けられた｢国語｣の｢話すこと･聞くこと｣に

対して社会的スキル教育の適用可能性が非常に大きいことを指摘した｡また｢生活｣､ ｢体育｣の学

習指導要領にも社会的スキルに関連した記述が多く見られ､これらの教科の時間も社会的スキル教

育を組み込みやすいことを述べた｡さらに､ ｢算数｣､ ｢社会｣､ ｢理科｣､ ｢音楽｣､ ｢図画工作｣､ ｢家

庭｣では､直接的に社会的スキルに関連した記述はほとんど見られないが､グループ学習等の学習

活動形態の工夫により社会的スキル教育を組み込むことが十分に可能であることを述べた｡次に社

会的スキル教育の中でも小学校の学級場面で最も適用可能性が高いと思われる集団SSTに関する先

行研究を説明し､般化や維持を考えれば｢道徳｣や｢学級活動｣の時間のみならず教科教育に集団

ssTを実施することがより効果的であることを述べた｡そして実際に｢算数｣教育に集団SSTを適

用し､教科の学習目標の達成だけでなく､社会的スキルの獲得もできることを実証した実践例と研

究結果を示した｡この研究結果は､教科指導と生活指導を同時に効率よく行うことができるという

可能性を示すものである｡本研究では実践例として｢算数｣しか取り上げていないが､先に述べた

ように｢算数｣は学習指導要領で社会的スキルに関連した記述がほとんど見られない教科であるこ

とを考えると､ ｢算数｣でできるということは､他教科でも社会的スキル教育を組み込むことが十分
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可能であることを示すものといえようo しかしその実証的な検討は今後の課題である｡なお本研究

は社会的スヰ)レ教育を学習指導要領との関連で論じたので､ ｢絵合的な学習｣の時間については触れ

なかったが､テーマの取りこと上をデかたによっては｢鑑合的な学習｣の時間が社会的スタjレ教育を

行うのに葬常に適した時間であるも指摘しておきたい｡

以上のことから､本研究の結論として､小学校入学前の園児や小学生の社会的スキルの憂慮すべ

き現状を踏まえ､可能な限り社会的スキル教育を教科教育に組み込むことの必要性と重要性を提言

したい｡これはいわば学習指導と生活指導を同時に行おうという欲張った構想ではあるが､.本研究

で示した実例から十分可能性があるものと考える｡
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